
25 年度秋の    びんキャンペーン報告 

10 月 11 月キャンペーンの応募件数は合計 448 件 
回収率：900ml は 73.2%  500ml は 81.5% Ｒびん全体は64.3% 

春と、秋の年に2 回のキャンペーン実施で、R びんの周知につながりました。 

今後とも続けて取り組んでいきます。たくさんの参加をよろしくお願いします。 

 

 

 

    

 

 

                ①はずす、②はがす ができてなくても大丈夫！ 

くるくるプラザ見学報告  

吹田市資源リサイクルセンター  1月 22日（木） 参加人数13名 

・「まぜればごみ 分ければ資源」これを実践することでごみ処理コストを 

大きく削減できると説明されたことを受け、このことが「燃やすしかない 

ごみ」を減らし、CO₂排出を減らし、水を汚さない環境へつながる。 

・分別はもちろんごみ出しに気を付けようと思えたし、ゴミを出すモラル

が大切で自分たちでできることは自分たちでやる！それがごみ処理の

コスト削減につながるもの。 

・作る側も消費されたあとのことも考えて作らなければならないし、使う

方もエシカルな消費を目指さなければならない。等々学びました。 

 

お知らせ 

BMW（生物活性水）普及のため

に、次回のエコメールで 

アンケートを実施します。 

 

・何ℓなら購入したい！ 

・こうすれば普及するよ etc… 

自由な意見を募集しますので 

是非ご協力お願いします。 

 

 

忘れた頃に賞品の丸大豆しょう

ゆ500mlが届きました。中身も

市販にはない優れものばかり、R

びんの消費材を利用してゴミが

増えない生活は快適です。    

平野ブロックKさん 

生活クラブのえほん『りさとり

た』を子どもと一緒に読み、Ｒ

びんはリサイクルよりも環境に

負荷をかけない事を知りまし

た。何度も使用できるのがい

いです。茨木ブロック Yさん 

 

キャップを取って洗ってラベルを

剝がして返却する、日々の習慣に

ご褒美をいただいたと思っていま

す。ビンは借り物、中身を利用し

ていると思うと返すのは当たり前

と考えます。香里ブロックA さん 

キャンペーン当選者の声
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